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例ロ

1.本書は、鳥取市教育委員会の指導・監督のもと、平成 3年度に鳥取市遺跡調査団が実施し
にしおおろ と い

た、国道29号線津ノ井バイパス建設工事に伴う西大路土居遺跡の発掘調査概要報告書である。

2.調査を実施した遺跡は、鳥取市西大路字土居ほかに所在する。

3.本書における遺構の略記号として、 SI :竪穴住居跡、 SB・．掘立柱建物跡、 SK:土坑、

SD:溝状遺構、 P:柱穴状ピノトをもちいた。なお今回示した遺構名は仮称である。

4.本書に使用した方位は遺跡周辺分布図を除いて磁北である。

5.平成 3年度の調査成果については、将来的に詳報を刊行する予定である。

6.発掘調査によって得られた記録類および出土した遺物は、鳥取市教育委員会に保管されて

いる。

7.本書の作成は、鳥取市遺跡調査団が行った。



はじめに

西大路土居遺跡は、千代川右岸鳥取平野南東部にそびえる独立丘陵、大路山の北西山裾に位置

します。遺跡の北側は大路川が流れ南西側は広大な水日地帯が広がっています。現在、右岸鳥取

平野の中央部には、馬場、数津、大路山の山裾には東大路、中大路、西大路と各集落が営まれて

いますが、古代の右岸鳥取平野では大規模な隼落遺跡が硫認されておらず、大路山周縁などの微

高地に小規模な遺物散布地が認められる程度でした。その中でも西大路土居遺跡は遺物散布地と

して昭和63年度の踏査により比較的新しく確認された遺跡です。

今回の発掘調査は国道29号線津ノ井バイパス建設工事に伴うもので、平成元年度に行われた試

掘調査の結果をもとに、西大路橋へと続く市道東側の大路山の北西山裾1800rri'が対象となりまし

た。

調査の結果、弥生時代後期から奈良•平安時代にかけての20棟余りの住居跡、多数の七坑や柱

穴状ピノトなどが検出され、ほぼ継続的に集落が営まれた地域であったことがわかりました。ま

た、多くの土器や石製品、鉄製品、王類、銅剣、鉱滓などが出土しており、古代の鳥取平野を考

える上で多くの成果を得ることができました。

上空から見た西大路土居遺跡（大路山の手前左裾が調査地、北西から）
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位置と環境

西大路土居遺跡は、千代川によって形成された沖積平野である烏取平野の右岸南東部にそびえ

る独立丘陵、標高 105mの大路山の北西側山裾に位置します。遺跡の北側には鳥取平野南東部の

丘陵、越路谷を源とし、大路山の東裾をまわり千代川へとそそぐ大路川が流れ、南西側は広大な

水田地帯がひろがっています。平野の南部は現在でものどかな田園風景が見られる一方、大路川

より北部は市街地から波及する開発により、景観が一変しようとしている地域でもあります。

千代川右岸の烏取平野においてもっとも古い時期の遺跡としては、本遺跡から南へ 2km離れた

縄文時代晩期前半の大路川遺跡があり、弥生時代になると、中期～古墳時代まで断続的に営まれ

掘立柱建物跡を検出した久末・古郡家遺跡、後期の掘立柱建物跡を検出した六部山遺跡、後期後

半の竪穴住居跡を検出した生山大池遺跡が知られています。墳墓遺跡としては後期後半の紙子谷

遺跡門上谷地区、また越路の果樹園から外縁錐 2式の流水文銅鐸が出土しています。古墳時代に

入ると、鳥取平野南部丘陵に大小様々な古墳が築造され、大路山にも20基余りが確認されていま

す。巣落遺跡は弥生時代から継続して営まれる前期の遺跡や小規模な遺物散布地が確認されるに

とどまり大規模な集落遺跡は現在のところ確認されていません。歴史時代に入ると、宮長竹ケ鼻

遺跡をはじめ、本遺跡から東へ 2kmの地に因幡国庁・国分寺が設けられるようになります。

調査前風景（南西から）
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1. 西大路土居遺跡

2.大路山遺跡

3.橋本遺跡

4.伊蟄谷遺跡

5.久末・古郡家遺跡

6.大 挫 川 遺 跡

7.六 部 山 遺 跡

8.宮長竹ケ鼻遺跡

9. 生山大池遺跡松ケ谷地区

10.津ノ井宇弥遺跡

11. 因輔国分、『跡

12.秋里遺跡

13.岩吉遺跡

14.古海遺跡

15.山ケ鼻遺跡

16.萬 蒲 廃 仔 跡

17.服部遺跡

l⑰ m 

A.古海 36号填

B. 山ケ鼻古墳

C.古郡家 1局墳

D. 六部 1/13号墳

E. J1jケ塚古墳

F.越路銅鐸出土地

G. 七谷占窯趾

H.越 辟古窯趾

西大路土居遺跡周辺主要遺跡分布図
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遺構検出作業

柱穴半載掘り下げ作業

土器検出作業
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調在の経過

発掘調査は、平成 3年 7月から始ま

りました。平成元年度に行われた試掘

調査の結果をもとに、遺物を全く含ま

ない表士下約20cmまでを重機によって

掘り下げ、以下は全て人力によって掘

り進めました。また、大路山からの雨

水の下がりが顕著なため、市道南側の

調査区低地に排水用の水路を設けるこ

とになりました。さらに、調査区を10

mXlOmの方眼になるように北からA

~E区、西から 1~ 8区に区分し、そ

れぞれ南東端の杭名をとってA4-G、

D 6-Gなどの区名称として測量およ

び遺構外で出土した遺物の取り上げの

基準としました。

こうして調査は調査区南側の微高地

から北側の平坦地へと順次進めました。

まず、南側で弥生時代後期後半の断面

袋状の貯蔵穴が検出され、すぐ北側に

同時代の平面形が多角形の竪穴住居跡

SI -01、そのSI-01と西側を切り

合う状態でSI-03、さらにSI-01の北

側に古墳時代中期後半の平面方形のS

I-17、そのSI-17の北東側を切り

合って奈良～平安時代の平面方形のS

I-04~09が次々と検出されました。

また、 SI-01 • 03自体も数度の建て

替えが確認できました。また、傾斜地

からはこのほかにも数棟の竪穴住居跡

が検出され、いずれも斜面に立地して



いたことから切り合う住居以外北側半

分の壁面や側溝は流失していました。

調査区北側の標高 7m前後の平坦地で

は、古墳時代中期末～後期の竪穴住居

跡をはじめ掘立柱建物跡、土器溜め状

土坑、土器群が検出され、また調査区

全体から無数の土坑、柱穴状ピノトが

検出されました。

これらの遺構および遺構外からは、

数多くの遺物が出土しており、主なも

のを挙げると、弥生時代前期～古墳時

代～奈良•平安時代の土器、石庖丁、

石鍬、砥石、石鏃などの石製品、鉄鏃

などの鉄製品、ガラスや滑石製の小王、

碧王製の管王や王未製品、有孔円板、

鉱滓、ふいご片などがあります。また、

中でも銅剣は県内で 2例目であり、発

掘調査で出土したとなると初の例とな

ります。大変貴重な資料であることか

ら、今後の検討が期待されています。

こうして次々と明らかになった遺構

や遺物については、随時写真撮影や実

測図をとり、正確に記録しました。取

り上げた遺物は丁寧に水洗いをして出

土位置や取り上げ日を注記し、接合・

復元作業を行っています。

このように、調査は外作業と室内作

業を並行して行ない、平成 4年3月ま

で実施しました。

土器水洗い作業

写真整理作業

- 3 -



調査地全景 （北西上空から）

検出した遺構

調査の結果、竪穴住居跡21棟、掘立柱建物跡 3棟、袋状貯蔵穴 1基、士坑56基、土器溜め状土

坑および土器群、その他多数の柱穴状ピットを検出しました。特に調査区南東部の斜面では、弥

生時代後期後半、古墳時代中期後半、奈良•平安時代の竪穴住居跡が切り合う状態で検出され、

弥生時代後期後半の竪穴住居跡SI-01 • 03は数度の建て替えが認められました。調査区北側の標

高 7m前後の平坦地では、古墳時代中期末～後期の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土器溜め状土坑、

土器群、また、部分的に中世のものと考えられる遺物を出土する柱穴状ピットが検出されました。

さらに調査区全体で、土坑や柱穴状ピットが多数検出されています。若干空白の時期がみられる

ものの、大路山の裾部では集落が盛んに営まれた地域であると言えるでしょう。また、調査の過

程で掘った試掘トレンチから弥生時代前期末～中期初頭の土器がまとまって出土しており、下層

にはさらに古い時期の遺構の存在が考えられます。

- 6 





SI -01~07、17検出状況（北西上空から）

調査区南東部の斜面高位には、弥生時代後間後半から奈良•平安時代の竪穴住居跡か10余棟も

切り合って検出されています。斜面に立地しているため、いずれも北側の壁面は流失していまし

た。このうち弥生時代後期の竪穴住居跡SI-01 • 03はそれぞれ間をおかずに数度の建て替えが

行われており、 SI-0]は平面形が多角形なのに比べ下層のSI-02は方形の平面形をしていま

す。どちらも黄褐色ローム土で貼

床をしており、特にSI-02は

焼土が4ケ所にわたり認められ

ました。また、 SI-01~03か

らは多くの土器と石製品が出土

していますが、土器の中には在

地の土器とは形態が異なり、叩

き目が底面まで類著にみられる

甕が少なくても10個体以上は出

土しています。

- 9 -

S1-01貼床状況（西から）



SI -10遺物出土状況（南東から）

SK-01 （南から）

SK-10（北西から）
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S1-10遺物出土状況（北西から）

S I-03の西側に位置する SI-10は

北側の壁は失っていましたが、弥生

時代後期後半の土器と一緒に鉄滓と

思われる塊を出土しています。

調査区北測の平坦地では、土器が

集中して出土する地点が数ケ所あり、

土層断面で確認したところそのうち

一つは土器溜め状の土坑であること

ヵゞ半l明しました。

検出された遺構の中には大小様々

な土坑があります。多くは平面形が

楕円もしくは円形で埋土から数点の

土器片が出土するといった例がほと

んどですが中には若干様相の異なっ

た土坑もみられます。

竪穴住居跡SI-01のすぐ東側で

検出された土坑SK-01は、断面袋

状であることから SI-01もしくは

02の貯蔵穴と考えられます。 SI-

05の北側のSK-10は平面が楕円形

で多くの角礫・円礫を出土していま

す。



土器溜め状土坑検出状況（南東から）

その他の遺構としては、揺立柱建物跡、柱穴状ピノトがあります。

掘立柱建物跡は、調査地北側の平坦地で検出されており、特に訓査区西側に集中して認められま

す。いずれも主軸がN-56°-E前後をとります。出士した層位から、古墳時代中期末～後期と考

えられます。この他にも調査区全体から無数の柱穴状ピj卜が検出されており、中には中世の遺

物や、底面で石を出土したものもみられました。

P-161遺物出土状況 P-124遺物出土状況
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出tした遺物

甕

13 

甕 (S1-10)

今回の調査で出土した遺物には、弥生時

代前期末～古墳時代後期、奈良•平安時代

および中祉の土器が数多く出土しています。

また、石鍬、石咆丁、砥石、石鏃などの石

製品、ガラスおよび滑石製の小王、碧王製

の管王や玉未製品、有孔円板、鉄刀、鉄鏃

等の鉄製品、鉱滓、ふいご片、銅剣が出土

しています。

竪穴住居跡SI-01~03では、肩部や底

部、底面にまで叩きという製作技法を用い

た土器 (3 • 4) が少なくても10個体以上

出土しています。体部内面がハケ目調整で、

在地の土器に比べ□縁部の立ち上がりが短

いことなど、一緒に出土した (2)のような在

地の土器とは異なる特徴をもつことから、

｝般入土器と考えられます。また、県内では

4例目の製塩土器（ 8) がSK-19から出

土しています。二次焼成を受けた跡が認め

られず通常みられる製塩土器に比べ調整も

5
 

6
 

甕 (S1-17) 須恵器有蓋高杯の蓋(S1-17)
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丁寧でほぼ完形で出土したことなどから製

塩には使用されなかったものと思われます。

この他に、 SI-17では 5世紀末の須恵器

盆杯 (7) や有蓋高杯の置 (6) か甕 (5)

をはじめ多くの土師器と一緒に出土してお

りこの時期の良好な資料となりそうです。

また県東部では出土例の少なかった弥生時

代前期の土料（ 1) が出土しており、今後

の発掘調査でさらにまとまった資料の出土

が期待されます。

鉄滓と考えられる (14) が SI-10で出

土しています。大きさが14XllX 3~4 cm、

重さ約350gを測ります。——緒に出土した土

器から弥生時代後期後半のものと思われま

す。また遺構外からふいご羽口と思われる

破片が出上しており、ともに注日される遺

物です。

鉄製品としては、 SI-17の埋土上層出

土の鉄鏃をはじめ鉄刀や刀＋、釘、その他

不明鉄製品がみられます。

4
 

叩き目のある底部 (Sl-01)

8
 

製塩土器(SK-19)

，
 

14 

杯 (P-124) 鉄滓 (S1-10)
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石製品

石製品としては、石斧、石鍬、石庖丁、砥石、凹石、石鏃の他に、黒耀石剥片が出土していま

す。磨製の石庖丁 3点はいずれも破片または一部を欠損したもので、中には大型の石庖丁（下段

中央）もみられます。稲穂を摘む際に使用されたと思われる石庖丁（上段 2点）は図化した (11)

のように刃のついた方が扁平で紐孔のついた方が孤を描きます。砥石は（下段右端）のように断

面が凹状になるほど頻繁に使用され、住居跡から出土する例が多くみられました。

王類として、ガラス製小王、滑

石製小王、碧王製の管王、王未製

品が出土しています。このうち S

D-08から出土した管王（左端・12)

は直径が1.6cm、長さが約2.4cmを

測り、右隣の管王 2点と比べて大

型です。また、対の小孔が穿孔さ

れた有孔円板の破片が 2点出土し

ています。

穿

ー

/,9]-

，
悩
苓
」
＇
』
』
~
コ
言
塁
玉 類
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西大路土居遺跡出土銅剣
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銅剣

出土状況 調査区西側の標高7.47~

7.49mの緩斜面で、ほぼ斜面に沿った

傾斜で軸を直行させ剣先方向を斜面高

位に向けて出土しました。剣先を欠い

ており、全体的に風化著しく刃のつい

た身自体も所々欠損、背も湾曲してい

るといった状態でした。銅剣の周囲 2

~3  cmは銅剣からしみ出した成分で黒

色に変色しており、変色した範囲から

も銅剣がこの地点に落ち着いた時点で

既に剣先を失っていたことがわかりま

した。トレンチで断面の確認をしたと

ころ銅剣に関連するような遺構の存在

は認められませんでした。銅剣の出土

した層位は、出土士器から時期的にも

かなり新しいものと思われます。

銅剣残存長は検出した状態で23.8

cm、幅 5cmを測ります。喜ヵ‘ら 9.2cm、
まち

関の根元から 7.2cm鋒先の部分に径4mm

くりかた

の関孔があります。また、音iJ方は欠損し
しのぎ

ているため認められず、背に鏑の稜が

はっきりと確認できました。また、背

幅1.5cm~1.2cmに比べて身幅が広いと

ころでも1.5cm程度と狭く、また厚さも

1 mmなく、極めて薄いものです。

鳥取県では東伯町田越で明治時代、

農作業中に 4本の銅剣が出土したと言

われており、現存する 2本は中細 c類

です。西大路土居遺跡の銅剣はこれま

銅剣出土状況（南西から）

銅剣（南西から）

銅剣（鍋部分）
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写真撮影

実測作業

取り上げ作業（銅剣強化のため樹脂を塗る）
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で中国・四国地方に広く分布する中細

銅剣とは異なった要素をもっており今

後の分析・検討が楽しみな資料です。

取り上げまでの様子

まず、土層観察のためのベルトを縦

横に残し、土から銅剣全体を出す作業

を注意深くヘラなどを用いて行いまし

た。銅剣が発掘調査で出土することは

珍しく、また銅剣は風化がすすみ脆弱

となっているため、専門家の指導を受

け、取り上げ作業を含め今後の調査の

検討を行いました。

次に出土状況を記録するため、平面

実測図を取り、写真撮影をしました。ま

た、土層の観察から銅剣の縦横にトレ

ンチを入れ、銅剣が遺構に伴うか否か、

出土した層位の確認などを行い、断面

図の実測、写真の撮影をしました。

そしていよいよ銅剣の取り上げ作業

にとりかかりました。まず、銅剣にパ

ラロイド NAD-10を塗りガーゼを上に

かぶらせてさらに同液をぬり、当日は小

雨が降る湿った天候であったためドラ

イヤーをあてて強制的に乾燥させまし

た。乾いた後、銅剣の下層を含め周囲

6 ~7 cmに切れ目を入れて土ごと銅剣

を取り上げました。後、銅剣を逆さに

して下層の余分な土を取り除く作業を

行いました。

現在、銅剣は保存処理を含め詳細な

分析・検討が行われています。



まとめ

千代川右岸では南部の丘陵地に多数の古墳が密集し、丘陵から平地へつづく微高地にいくらか

の集落が確認されていましたが、平野中央部や古墳時代中期～後期の集落の様相が明瞭でなく、

小規模な遺物の散布地などから古代鳥取平野を大まかにとらえることしかできませんでした。し

かし、平野中央部の独立丘陵である大路山の北西山裾部に立地し遺物散布地の一つでもあった西

大路土居遺跡は、今回の調査によって鳥取平野の古代を考える上で大変重要な遺跡であることが

わかり、多くの成果を得ることができました。

検出した遺構としては、竪穴住居21棟、掘立柱建物 3棟、貯蔵穴 1基、土坑57基、柱穴状のピ

ノト 747、土器溜め状の土坑・土器群があります。調査区南側の大路山からつづく標高 8~10m前

後の斜面では、弥生時代後期、古墳時代中期末、奈良•平安時代の竪穴住居跡が切り合って検出

され、調査区北側の標高 5~6mの平坦地では古墳時代中期前半、中期末の土器溜め状土坑およ

び土器群、古墳時代中期末～後期の竪穴住居跡および掘立柱建物跡、奈良•平安時代～中世のも

のと思われる柱穴が確認されたほか、調査全域から土坑、柱穴状のピソトが多数検出されました。

また、古墳時代前期の顕著な遺構は検出されていないものの、前期の土器が竪穴住居の埋土や調

査区広域で多数出土しており、さらに高位の闊査地南側の大路山山裾に遺構が埋蔵されている可

能性があるものと思われます。また、弥生時代前期末～中期初頭の土器の出土などから、さらに

下層にはこの時期の遺構の遺存が明らかになっており、弥生時代中期～後期にかけて空白の時

期もみられるものの、弥生時代前期、弥生時代後期から古墳時代、奈良•平安時代、中世と、ほ

ぼ継続的に集落の営まれた地域であったことが明らかとなりました。

出土した遺物としては、弥生時代前期末～中期初頭、弥生時代後期～古墳時代後期、奈良•平

安時代、中世の土器、石斧、石鍬、石庖丁、石鏃などの石製品、黒曜石剥片、有孔円板、ガラス

や滑石製の小王、碧王管王や王未製品、鉄鏃なとの鉄製品、鉄滓、ふいご片、銅剣があります。

このうち、平面多角形の竪穴住居SI-01とその下層の方形の竪穴住居跡SI-02を中心として

叩き目の顕著な搬入とみられる弥生時代後期後半の土器が数多く出土しており、同時期の鉄滓が

すぐ西側で出土していることなどと考え合わせ、これらの住居跡は何らかの特殊な性格付けをす

る必要があるものと思われます。また、銅剣は中国・四国地方に広く分布する中細形銅剣とは異

なった要素をもつことなど、土器ばかりでなく他地域との交流を探る上でも今後の分析・検討に

大きな期待がもたれます。

このように遺跡自体の検討はまだ始まったばかりであり、今後の遺物の整理がすすむにつれ、

また発掘現場での下層の調査によってさらに興味深い調査結果が得られるものと考えられ、鳥取

平野の古代を考える卜〖で貴重な資料を提供してくれるものと思われます。
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